











































































書名 細著者名 発行者・所 刊行年
金沢大学経済学部論粟第９巻第２号１９８９．３
1967年
課
会
政
行
店
刊
灘
職
県
左
会
会
左
左
左
左
瞥
史
句
川
川
行
行
堂
県
働
奈
奈
同
刊
刊
同
同
同
同
南
野
労
神
神
同
同
巌
長
ｌ
ｌ
１
ｌ
－
－
－
Ｉ
－
－
－
－
ｌ
ｌ
－
－
－
－
ｌ
－
－
－
ｌ
ｌ
－
－
Ｉ
－
－
合
動
所
組
迎
課
務
働
会
室
郎
会
政
事
郎
労
議
忠
巣
一
正
社
会
労
政
一
辨鍋醐辮辨蛾”鵬術辨辨幟繩魏
千
連
堅
県
新
斉
内
石
史
福
福
甲
青
長
(23）千葉県労働運動史
1966年
1977年
1983年
1961年
1983年
1972年
(24）神奈川県労働運動史戦前編
(25）神奈川県史資料綱近代・現代３
(26）新潟県史資料１９
(27）富山県社会運動史
(28）富山県戦前社会運動史
(29）明治大正期の石川県における労働運
動
(30）福井県労働運動史
(31）福井県史資料縄１１近現代２
(32）山梨労働運nMl史
(33）長野県社会運動史
(34）長野県史近代史料縄社会運動・
社会政策
(35）岐阜県社会運動史
（36）静岡県労働運動史
1963年
1985年
1952年
1964年
1984年
1971年
1983年
同左
静岡県労働組合
評譲会
同上
マイタウン
同綱纂委風会
同褐さん委貝会
1980年
1983年
同上
伊藤英一
(37）同上（資料上．戦前綱）
(38）上を恐れざる者たち（愛知民衆運動
の歴史）
(39）名古屋地方労働運動史
(40）三重県労働運動史
(4,）京都地方労働jEmil史（増補版）
1969年
1963年
1968年
風媒社
同左
京都地方労働通
勤史縄纂会
有斐閣
労働旬報社
斉藤勇
同研究会
渡部徹
1986年
1971年
同編集委貝会
大阪地方メー
デー実行委
同綱纂会
和歌山県
(42）大阪社会労働運動史戦前綱上
(43）大阪労働運動の歴史
1961年
1978.
82年
兵庫県労政課
同左
(44）兵庫県労働運動史
(45）和歌山県史近現代４．６
－８４－
大正デモクラシー期における地方社会運動（橋本）
(備考）各都道府県における社会運動史，労働運動史類のうち著轡体裁ものをリスト
アップした。なお，県史および同資料編は多数にのぼるが，本稿の課題に即して重
要だと判断したもののみを掲示したので，この方面の文献には見落としがかなりあ
ると思われる。本文中の引用轡の註記の番号と各々の轡名の頭轡の番号とが『照応
している。
－８５－
金沢大学経済学部論集第９巻第２号１９８９．３
述している文献を取りだし，つぎの一覧表にして再掲示しておく。この文献
目録には「序論｣執筆の後に追加されたり，判明した研究をも含めてある（以
下,本文中の引用の際,文献に付ける番号は本目録の番号と照応する)。なお，
社会運動史とはこれも「序論」のまとめで述べたように，労働運動史を含め
た広い運動を想定することとする。
「序論」における基本文献目録では，補遺を含めると合計80編をうわまわ
る関係文献をリストアップすることができた。そのうちの本文献目録にある
ように４分の３は大正デモクラシー期の社会運動について何らかの言及をお
こなっていると判断できる｡地域別にみると九州地方の研究が希薄で,福岡・
熊本県以外には紹介できる基本的な文献はない。この２県のものも本格的研
究とは言い難い。東京も中央の運動史としてならば別であるが，そこをひと
つの地域としてみると独自の研究は意外に乏しい（この点は「序論」の下を
参照)。本稿は「序論」とは異なって地域別の研究動向を評価することに主眼
をおいてはいないが，文献目録からも一部判断出来るように，この時期の社
会運動の展開を十分に吟味しうる材料を提供している諸県をみると，それは
次の通りである。北海道・青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島・栃木・群
馬・埼玉・神奈IIl・新潟・富山・石川・長野・静岡・愛知・京都・大阪・兵
庫・和歌山・島根・岡山・広島?愛媛の25で,「序論｣でもみたようにここで
も東高西低の観がある。
もちろん，目録中の文献も上掲の25の諸県も，社会運動の展開を従来の研
究から知りうる対象であって，その他の諸地域に社会運動が展開しなかった
訳ではない。しかし，これらの基本的な文献を総じてみるならば，地方社会
運動の概要を把握することが可能だと考える。ただし，「序論」でも述べたよ
うに筆者は農民運動については専門外であるので必要最小限の言及にとどめ
る。地方の社会運動の展開を考える場合に農民運動をぬきにしては考えられ
ないが，今のところ筆者の能力をこえる課題である。
、地方社会運勵の展開
表１は「序論」において検討した戦前期の社会運動の運動別の項目例であ
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る。１～７は階層別，８～11は部門別，１２～18は個別の運動を歴史的に順に
並べたもので，19.20は関連する社会運動として整理したが,一応，戦前期の
社会運動の概要を捉えていると考えられる。ここでいう大正デモクラシーと
表１戦前社会運動の項目例 表２大正デモクラシー期
の地方社会運動項目例
１．労働運動（組合運動，争議史，メーデー，１．労働運動
労働者教育運動等を含む）２．農民運動
２．農民運動（組合運動，小作争議）３．漁民運動
３．漁民運動（水利，漁区紛争等）４．住民（市民）運動
４．俸給生活者の運動５．俸給生活者の運動
５．市民運動（電燈料・家賃値下げ運動，消費６．婦人運動
者運動，反公害・地域住民運動）７．青年・学生運動
６．婦人運動８．社会主義運動
７．青年・学生運動９．無産政党運動
８．初期社会主義・社会主義運動１０.文化運動
９．無産政党運動１１.教育運動
10.文化運動，芸術家の運動１２.日露講和反対運動
11.教育運動１３.普通選挙要求運動
12.自由民権運動１４.議憲運動
13.大正デモクラシー運動（普選，反税運動等）15.反税運動
14.米騒動１６.米騒動
15.水平社運動１７.水平社運動
16.反戦・反軍，反帝・反ファシズム運動１８.反戦・反軍・反帝運動
17.悪法反対運動１９.悪法反対運動
18.宗教改革運動２０.在日朝鮮人の運動
19.在日朝鮮人の運動
20.植民地における抵抗運動
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'よ狭義のものを意味しているが,文献目録を検討してみると大正デモクラシー
期には表２に示したごとく多様な社会運動が存在した。以下，表２にあらわ
れた運動の内容を具体的に示しつつ，検討してみることにしよう。
表２は表１の整理の形式を踏襲し，ｌ～7は階層別，８～11は部門別，12以下
はこの時期に展開した運動を歴史的に順に並べてみた。
まず，労働運動からはじめる。大きく見るならば個別の労働争議の展開と
労働組合の組織的な運動の展開とに区分けすることができる。労働争議はよ
く知られているように，全国的には日露戦後と米騒動以後期に発生件数のう
えでのピークがある。そのふたつの時期の労働争議を質的にみるならば，前
者は日露戦争とその前後に進行した産業革命の特質に規定されて「大鉱山，
軍工廠,造船所など,日本資本主義の根幹をなす大経営で争議が続発した｣(3)。
また，後者は大逆事件で沈滞した後の「新たな高揚」期で，「股も重要な特徴
は，何よりもストライキと労働組合との結合｣(4)にあった。したがって，高揚
した労働争識の展開からみるならば，鉱山・軍工廠・造船所・ストライキ実
行エ場を有する地域での社会運動史に，そうした労働争議の叙述が数多くな
されている。目録中から文献を例示すると（以下，本稿の目録中の文献はそ
の頭書の番号のみを記す),(1).(2).(5).(6)．(8)．(15)･(16)･(17)･(19)･(20)・
(22)･(23)･(24)･(25)･(26)･(29)･(31)･(32)･(36)･(37)･(39)･(41)･(42)･(43)・
(44)･(45)･(47)･(48)･(49)･(50)･(51)･(52)･(56)･(57)･(58)･(61)･(62)であ
る。これらのなかで約半数は鉱山・炭鉱の労働争議を取扱っており，それら
が労働運動のなかに占める比重の高かったことをうかがわせる。しかし，各
鉱山・炭鉱の労働争議の実態はわかったとしても．それらを統轄したところ
の鉱山・炭鉱労働運動史といった研究をわれわれはまだ手にすることはでき
ていない。
ところで，以上のように労働争議の観点からみた場合，どうしても頂点的
な争議を主体として社会運動が語られてしまう傾向があるが，地方において
はその陰にあって実に多様で，労働争議の範蒋に含めてよいのかどうか判然
としないような争議がみられる。この問題については次節であらためて検討
することにしよう。
労働組合運動の側面からみると，日清戦争後の労働組合期成会を起点とし
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た各地の組合結成につづいて，友愛会支部の組織化の動向がよく叙述されて
いる。この全国支部に関しては，渡部徹の分析がすでにあり(5),比較的研究し
やすい分野であるが，友愛会等の中央機関紙誌に史料の多くを依存し，各地
域での独自の新史料の発掘は必ずしもすすんでいない。
農民運動については，初期の小作人の騒擾からはじまって小作争議が各地
域で展開する過程，1922年の日本農民組合結成後の各支部の組織化とその運
動が中心的な内容となる。ここでは農民の運動なのか，それとも地域住民と
しての運動とみるのか，そうした境界的な，あるいは両面,性をもった運動に
ついて後述するにとどめる。
労働運動・農民運動と並べて，漁民運動という項目を設定しうるか否かの
議論は必要であるが,地域によっては漁民がひきおこすところの様々な争議・
抗争・紛議を無視しえない。漁民が網元とか漁業会社をはじめとした資本に
対して行動する場合には，彼らを漁業労働者とみてそれを労働争議のなかに
含めて把握することが可能である。１例として（23）の銚子における阿波山
篭城事件（1907年）をあげておく。しかし，漁民同士が漁区や水利などをめ
ぐっておこなう抗争は，この時期にかなりの数を確認することができる。こ
れも代表例として（42）を紹介しておく.もちろん，背後には網元間・資本
間の対立，漁船の大規模化や動力化にともなう１日勢力と新勢力との対立など
が介在していると考えられるが，すくなくとも，漁民のこうしたエネルギー
を社会運動の一翼として位冠づけることにまだ成功していない。
つぎに，住民運動をとりあげる。大正デモクラシー期には市民運動とまで
はいいきれないが，各地域の状況に即したところの多彩な住民の運動が繰り
広げられた。その特徴的な諸相については次節で整理するが，ここでは住民
運動と位置づける諸運動の概要とそれを論述している文献を呈示する。
まず，公害反対の住民運動ともいうべきもので，鉱毒反対運動(8)．(10)・
(16)･(17)･(19)･(22)･(45)，煙害反対運動(8).(9).(10)･(42)･(58)･(59）が
鉱山地域を中心に全国的にみうけられ，汚水対策要求(7).(42)，悪臭反対運
動（24)･(25）もおこっている。つぎに，行政に対する住民の様々な要求運動
で，港湾費用負担強制反対（10)，水道エ事費負担反対（12)，水害反対・河
川改修要求（42)･(46)，架橋要求（42)，電気市営化要求（46)，警察移転反
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対闘争（33）などがあるが，そのほか役場・学校建設にからむ住民運動は各
地で広範に展開した。さらに，資本等に対しておこなわれた運動として埋立
反対運動（24)･(25)，工場設置反対・移転要求運動（42)･(47)･(59)，遊廓建
設反対（42)，電燈料値下げ要求運動（23)･(25)･(27)･(28)･(47)･(51）等が
あり，また，そのほかに借地借家人の運動もこの時期に早くも登場している
（23)･(31)･(32)･(42)。このような地域住民の多様な運動を，筆者は大正デ
モクラシーの地方における展開の特徴的運動として把握したいと考えている
のである。
俸給生活者の運動は1920年代中頃以降，大都市およびその周辺地域に展開
した（24)･(25)･(42)。俸給生活者は独占段階において登場した管理事務部門
職員・技術者を中心とし，新興の階層であったが，大正デモクラシーのなか
で大きな組織集団とはならなかった。それは労働運動が工場労働者を中心に
組織されていたからで(6),しかも,地方においてはその勢力も大きなものでは
なかった。
地方社会運動の叙述なかで，婦人運動がしめる比重は予想以上に少ない。
一番新しく，内容も充実している（42）の「大阪社会労働運動史」（戦前編上，
1924年までを叙述）でさえも全体で1000頁（62節）をうわまわるなかで，３０
頁余（2節）しか頁数をさいていない。地方社会運動史のなかで，婦人運動を
独立させて位置づけ，戦直後までトータルに取扱っているのは（50）の「広
島県労働運動史」（第１巻）のみである（もちろん，各地域の婦人運動史は別
にあり，その代表例として，外崎光広著「高知県婦人解放運動史」を紹介す
ることができる)。（50）によると婦人運動の主要項目は初期社会主義と婦人
解放，女性労働者の争議，廃娼運動，婦選狸得運動，無産婦人団体の活動と
いったものである。このなかで廃娼運動・婦選獲得運動のふたつがもっとも
広がりを示す運動で，（52）と（26)･(34）の史料が参考となる。
青年・学生運動は一括してとりあげられることが多いが，運動が重複して
いる部分とまったくことなる部分（あるいは他の運動と重複する部分）とに
区分けされる。青年運動でよく対象となるのは無産青年同盟，「無産青年」の
配布・購読の活動で(2)．(18)･(33)･(34)･(45)，この運動の担い手はたしか
に学生がしめる場合が多い。しかし，そのほかに無視しえないものとして自
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立した青年団の運動史(9)．(33)･(34）と立憲青年会等の運動がある。後者は
青年運動のなかに含めてよいかどうか議論の余地があるが，松尾尊充によっ
て鳥取市の分析をもとに地方的市民政社と位置づける研究が提出されている
(7)｡松尾は鳥取に加えて呉・秋田・岡山市の運動を例示し,それらを第一次護
憲運動の一環におき，さらに，富山・静岡市の場合は普選運動の一翼として
把握している。その後，他地域の研究も追加されているが，文献目録中では
（27)･(46)･(49)･(51)･(52)･(60）に記述がみられる。
学生運動は３つの方向ですすめられた。第１は各地の高等学校を中心に社
会科学研究会が組織され，主として研究活動をおこない，後の諸社会運動の
活動家を育成した(1)｡(2).(4).(28)･(29)･(47)･(52)･(62)。第２はそれと類
似しているが，新人会支部などを組織して研究会などをおこないつつ，主と
して地域に出て啓蒙的な活動に従事した(1).(2)｡(28)･(34)･(51)。第３は学
園内において学園刷新・改善要求,軍事教練反対等の活動をおこなった(1).
(15)･(29)･(42)･(47)。本稿の視角でみるならば,青年・学生運動においては
地域との結びつきをもったところの運動をより高く評価したい。
この時期の社会主義運動史のはじまりには初期社会主義をおかなければな
らない。初期社会主義を大逆事件までに限定して考えることには賛成ではな
く，とくに地方においては，そうした観点でみるならば初期社会主義をまだ
発掘しうることを強調したい。そのくわしい理由については別に論じている
のでゆずるが(8),その担い手は幸徳秋水・片山潜だけでなく，きわめて幅広い
変革の思想の持主たちであった。したがって各地に散在しており，大逆事件
後も他の社会運動に様々な形でかかわり，地方社会運動のなかに必ずといっ
てよいほどに登場する。その地域的な研究も進展しており，「長野県初期社会
運動史』（松本衛士箸弘隆社1987年刊）といった成果も生まれた。
初期社会主義を土台とし，山川均が言うように，大正デモクラシー下にお
ける社会主義運動が本格化した。日本社会主義同盟の当初の活動においては，
全国各地の社会主義団体の組織化に一応の成功をみた。しかし，その後の活
動において「統一戦線理論の未熟さと中央での運動の重視,地方の軽視｣(9)と
いう弱点を克服することは出来なかった。
無産政党の運動は大正デモクラシー期の末期において，労働・農民団体に
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よって着手された無産政党の組織化運動を出発点として展開された｡したがっ
て，ひとつは労働・農民運動の－分野としてとりあげられるが，多くの研究
は政党組織の準備機関として結成された政治研究会一労働農民党との連続で
叙述されている｡その論究は初期社会主義についで多いが,そのなかから(28)・
(33)･(36）の内容は一読にあたいする。
労働農民党結成の過程で共産党系の団体（評議会・政治研究会・無産青年
同盟等）は排除きれるが，それは中央でのことであって，地方においては共
産党の影響下にいた活動家は労働農民党から必ずしも排除されたり，離反し
たりはしなかった。もちろん，地方の共産党員の活動も表立ったものではな
く，影響力のある大衆団体をつうじて展開された。
地方社会運動のなかで文化運動に関しては，ほとんどかえりみられていな
いのが現状である｡文学サークル活動などが相当程度存在したはずであるが，
ここでは(2)｡(9).(33)･(41）を紹介するにとどまる。
教育運動では，まず教員のおこなう待遇改善等を要求する運動(2).(23)・
(42)･(47)･(58)，埼玉の啓明会（20)･(22）など教員組合の組織活動があげら
れる。もうひとつは自由教育運動で，全国的にこの時期は盛んであったが，
その割合には叙述が少なく，（15)･(55)･(59）といった程度である。各地域の
教育史の研究がすすんでいるのであるから，もう少し頁数をさいてもよかろ
う。このうち(59)の内容は豊かである。そのほか自由大学運動について(26）
があるが，肝腎の長野県のものには論述されていない。
次に12以下の個別の運動の展開を追ってみよう。大正デモクラシーが日露
戦争の講和反対運動を起点とし，なかでも東京・日比谷焼打事件がその直接
のきっかけとなったことは周知のことである。そして講和反対運動の全国的
展開については松尾尊充が明らかにしているが，松尾によると「当時の衆議
院議員選挙区の都市部五三市三区のうち，大衆集会の開かれた確証の，今の
ところ見当らぬのは，金沢・佐賀の二市だけである」(I｡)。したがって，すく
なくとも地方都市レベルでは，全国的規模の運動であったといってよい。
金沢ではたしかに大衆集会は開催されなかったが，まったく動きがなかっ
た訳ではなく，警察の介入によって不発に終り，さらに石川県内では美川町
において集会が開催されている(,,)。このように視野と研究対象を広げること
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によって，文字どおり運動の全国的な展開を裏付けることができる．しかし，
こうした研究状況は文献目録には必ずしも反映しておらず，叙述がみられる
のは（24)･(25)･(39)･(42)･(44)･(45)･(46）といったところにとどまる。
普選運動・謹憲運動は大正デモクラシー研究のなかで最もオーソドックス
な研究対象であったため，研究蓄積の厚い分野である。そうしたなかで地方
における普選運動・護憲運動はその地域の政治状況や市民政社の動きと連関
して展開され｛研究面でもその点に注目するもの力擬近は多い。そのなかの
代表的な事例として，（15)は第一次謎憲運動期における茨城県会を中心とし
た動向を論述し，（27）は普選との関連で富山県内の立憲青年会の活動をとり
あげ,〈39)は名古屋市の普選市民大会を重視している。また(25)･(41)･(42)・
（48)･(52）は普選に対する労働運動の側の取り組みとして，普通選挙期成同
盟会などの諸行動を論述している。（59）は第一次謹憲・普選・第二次謹憲と
いう一連の動きを地方において平易に，かつ簡潔によく捉えている。
大正デモクラシー期の反税運動の核となったのは，江口圭一があきらかに
したところの,都市小ブルジョアジーによる営業税反対の全国的行動である(12〕。
この運動は日清戦後・日露戦後～1914年．1922年の３つの時期に展開したが，
1914年は最もその盛りあがりをみせた。東京・大阪といった大都市の運動が
大きな意味をもったが(42)，商工会議所などが組織された地方都市にも波及
した。地方都市での動きを史料的によく示したものの好例として，（31）をあ
げておく。
米騒動に関しては，周知のとおり各府県別の状況について新聞資料を中心
とした研究がなされている(13)。それがその後の各地域での研究をいっそう深
化させたのはいうまでもない。米騒動の起こった地域の文献のほとんどが米
騒動をとりあげており，まさに地方社会運動のなかでの代表的社会運動とい
えよう。筆者は別の機会に米騒動のおこった地域の地域性，とくに都市化と
の関連でその整理を試みたことがあるが(１４)，そこから導きだされる問題点の
うち，本稿にかかわる点については後述する。
非差別部落の解放運動は全国水平社とその支部の運動として大正デモクラ
シー期の末期に開始された。西日本での動きのほうが活発であったが，県レ
ベルの活動をまとめているものとして，（22)･(34)･(52）がある。また，水平
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社支部の運動史として,独立した体裁のものの代表に『奈良県水平運動史｣(部
落問題研究所1972年刊）がある。
昭和ファシズム期には様々な反ファシズムの抵抗運動がおこなわれるが，
その先駆的な動きがこの時期の終りに若干ながら登場する。ひとつはシベリ
ア出兵に対する抗議行動で(2)．(4)．(15)，そのほか軍隊内における反戦活動
もみられた（48)･(49)。また，（18）に描かれれているキリスト者の反戦活動
は昭和ファシズム期まで続く長期間のものとなった。
悪法反対運動とは過激社会運動取締法案に加えて組合運動を種々制限しよ
うとした労働組合法案・小作争議調停法案の３悪法案に対する全国的規模の
労農団体の反対運動で，京都（41）・大阪（42）を中心に展開した。他地方
での運動の記録はいまのところ見当らない。
在日朝鮮人の運動については，この時期の運動としてはほとんどとりあげ
られておらず，わずかに（42）が大阪朝鮮労働同盟会について述べている'こ
ととまる。
以上，大正デモクラシー期の社会運動は表１．２を比較してみてもわかる
ように，戦前期の社会運動をほとんどすべてカバーするような豊富で、しか
も幅広い内容を有していた。さらに，戦後期までとうしてみた場合，全社会
運動の原型が大正デモクラシー期に登場したともいえよう。そしてそれを地
方のレベルでみたとしても，目録中の文献を通して同様の内容を確認するこ
とができた。検討の素材とした各都道府県の社会運動史の出来具合に相当の
差があり，文献が対象地域の社会運動を全面的に叙述しているとはとてもい
えないが，総じてみた場合，地方社会運動に共通するいくつかの特徴といっ
たものを浮び上がらせていると考える。
、地方社会運動の諸相
さて,最後に大正デモクラシー期の地方社会運動の特徴的な諸相について，
とくに筆者が強調したい点をとりだしてまとめにかえることにしよう。その
場合に大正デモクラシーの全国的展開の一環をなすもの，松尾尊充の定義に
合致する点はここでは割愛する。
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第１は労働運動に関する問題である。前述したように，大正デモクラシー
のなかで労働運動は中核的な運動であったことは間違いないが，各地域でみ
た場合，華々しくストライキなどで闘われた頂点的な労働争議にどうしても
目を奪われがちである。しかし，そうした生産拠点的な場での労働争議は大
都市およびエ業地帯に限定されており，全国的規模では鉱山の労働運動のほ
うが量的には大きな位置を占めていた。
ところで，地方都市に視点をおくと，労働争議といえるかどうか判断しに
くいような紛議とか騒擾などに数多くであう。例えば芸妓・娼妓，落語家な
どの芸人がおこなうところの待遇改善のサボタージュ,瓦エ・大工・金箔エ・
元結い職人など多種多様な職人層がおこなう様々な紛議（例えば，金箔工の
場合に見られるように同業組合を作り，販売業者との間でおこなわれる口銭
をめぐっての紛争）等々であるu5)。
頂点的な労働争議においてはストライキという形態もそうであったが，近
代的資本に対して労働者が明確な形で対時し，階級的な要求を提出して闘争
を展開した。これに比較すると上記の例では，多くの場合親方的な中間搾取
者が介在し，運動展開の具合によってはそれらをまきこんで前近代的な支配
と対決するといった争議を押しすすめた。地方の小都市ではこのような前近
代的な支配に対する被雇用者の抵抗という観点で拾い出すとすると，実にた
くさんの争議事例を見出すことができるのである。これらは散発的で「階級
的諸運動」とはいえなかったが,潜在的な民衆のエネルギーの一端であった。
また，治安維持法体制下，権力の弾圧・支配のもとでもこうした争議はくり
かえし発生した。
第２は農民運動で，境界的部分に属するような農民の行動について一部と
りあげておく。大正デモクラシー期の農民運動は寄生地主に対して小作争議
などを手段として組織的におこなわれた運動を主体としていることはいうま
でもない。ここではそれ以外の農民の行動として，都市化とか近代化とかに
対して農民がおこなった抵抗を地方社会運動の１コマとしてとりだしておこ
う。それは農民の運動というより地域住民としての運動に近い形態を示して
いる。
（42)･(49)は日露戦後期における尿尿くみ取りに対する農民の抵抗につい
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て記録している。大阪では1909年頃から都市衛生面から尿尿のくみ取り市営
化の動きが始まった。このくみ取りの市営化は農民の尿尿くみ取り権を廃止
するものでは必ずしもなかったが，従来，くみ取り料を農民は野菜などの現
物で支払い，事実上無料に近かったのに対して，市営化によって現金支払を
強制されることとなった。したがって，影響をうける農民は市議会に直接乗
込んで騒擾をおこしたりした。結局，関係する郡農会と大阪市との間で協定
交渉がおこなわれて妥協が成立した。同じような問題が1906年に岡山市でも
起こっており，地方都市ではある程度共通した問題であったと考えられる。
こうした農民の動きは農民運動を厳密に規定して考えると，見落しがちであ
る。
しかし，それを農民が自己の権利の保障_彼らの労働と生活とに深くかか
わったものであったｶｰを行政に対して集団的に要求する行動という側面か
らみるならば，そのエネルギーを注視する必要があるしｆそうした行動の事
例の掘り起こしを今後おこなうべきである。
第３は大正デモクラシーのなかにおける社会主義運動の位置についてであ
る。社会主義者，なかでも共産主義者の1920年代における中央での思想．行
動は，ともすると革命至上主義の観念的な傾向に陥りがちであった。これに
対して地方の社会主義者・共産主義者は筆者が初期社会主義者の分析で見た
ように，きわめて幅広い変革の思想の持主たちをつつみこんでいた。こうし
た状況は1920年代に入っても，地方では相当程度継承されていたと考えられ
る。そのため地方の社会主義者たちのなかには革命運動に対して現実的な対
応をおこない，地域の民主化の諸活動に薇極的に参画する部分がかなり多く
存在したといってよい。このような観点から大正デモクラシー期の社会主義
運動を再評価する必要がある。
第４は地方都市や農村地域での米騒動についてコメントする。米騒動は地
方の小都市や農村地域にも波及した．しかし，その地域でおこった騒動の大
部分は（それは日本海沿岸の漁港や港町にも共通する）大都市の騒動と比較
して小規模で，しかも不発に終るケースが多かった。具体的な実証をここで
おこなう余裕はないが，こうした地域の米騒動参加者の多くは小都市の「貧
民」と称されるような下層民衆であり，小作・貧農であった。彼らの食生活
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は日常的に米を食べれるといった状況にはなく，きわめて苦しく貧しいもの
であった。筆者が分析した石川県能登地方の漁村の例では，「いつかは米をト
グことがあろうか」と貧しさを嘆くような層が米騒動に参加していたのであ
る('6)。とすると，こうした地域では米が暴騰し，買えなくなったので米騒動
に決起したのだと単純には考えにくい。大きな意味でいえば，それは社会的
不正義（米の買占め・売惜しみ，他地域への秘密裡の米の移送，日用品の便
乗値上げ，行政側の無策など）に対する抗議行動であり，また，不満のはけ
ぐちでもあったのである。したがって，騒動は持続的でなく，計画的という
より自然発生的なエネルギーの噴出といった様相をしばしば呈した。
米騒動はたんにそれが大規模であったり，軍隊が出動するようなはげしい
行動をおこなったから重要であったのではなく，全国各地で様々な矛盾を反
映し，また，－部矛盾を露出させた点に大正デモクラシーとの関連で意義が
あったと考える。
第５として，最後に筆者が本稿で最も強調したいところの，地域住民のか
かわった諸運動について述べることにしよう。
前述したようにこの時期の地域住民の運動は大別すると鉱毒・煙害反対な
どの公害反対運動，行政に対する要求運動，資本に対する要求運動の３つに
分類できる。
公害反対運動は行政・資本両者に対しておこなわれた運動といってもよい。
これらの運動の共通項は水・空気が汚れている，生活に際して不便である，
といったその地域の住民が具体的にこおむっている被害に対する対策を要求
するという点にあった｡これは表現をかえると,地域住民が生活するにあたっ
て慣習的に猫得していた環境を何らかの形で侵害されたことに対する抗議行
動であったともいえよう。したがって，その被害のおよんでいる特定地域に
範囲が限定された個別具体的な運動であったが，逆にその地域の住民にとっ
ては深刻な場合が多く，ねばりづよい行動となった。大正デモクラシー期は
住民がそうした声をあげやすいバックグラウンドが醸成されていた時期でも
あり，同様の事例は全国的にみれば多発していたと考えられる。
各社会運動史のなかにはあまりとりあげられていないが，同類の動きとし
て民衆による市・町、村政批判行動も数多く展開された。とくに，町．村し
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ベルでみると，役場や小学校の移転・改築にかかわって町・村を二分するよ
うな騒動をよくみかける。もちろん，こうした事例はそれ以前にも散見され
るが，この時期の対立点はたんに地域的利害の対立だけでなく，政党間の争
い（政友・非政友といった）なども要素として加わっていることが多い。し
たがって，大正デモクラシーの地方への波及の一形態として，ややおくれた
時期のものも含めて把握するべきであろう。
このように地方レベルからみるならば，資本・行政に対する地域住民の生
活権などの「権利」の保障を要求する運動も大正デモクラシーのなかで一定
の役割を有していたと理解する必要がある。
従来では，住民運動は昭和恐`慌期以降の運動に重点をおいてとらえられて
きたbその内容は電気料値下げ運動・借家借地人の運動，消費者運動などが
該当する。こうした運動はたしかに大正デモクラシー期にはまだすぐなく，
昭和恐慌期以降に全国的な盛り上がりをみせた。その背景には無産政党が各
運動をバックアップしたからで，なかでも遜気料値下げ運動は重要視される
必要がある。
大正デモクラシー期の住民運動は無産政党とはまだ無関係で，したがって
非組織的であった点に特徴が認められる。そのために運動が地域的で分散的
な傾向を示さざるをえなかった。例外は足尾鉱山の鉱毒問題で，全国的な反
対運動となった。それは地域住民の生活をおびやかすというよりもっと切実
で，人間として生きるか否かにかかわるような大問題であったからである。
（注）
(1)由井正臣「解説」（『大正デモクラシー」論巣日本歴史１２有糖堂1977年刊）は松尾尊
充が自由民権と対比しつつおこなう大正デモクラシーの性格規定を評価している.松尾に
よると大正デモクラシーの目標は①普選と嘗論・集会・結社の自由の上に立つ立懸政治体
制の確立,②半封建的国家税制,および前近代的資本一労働,寄生地主一小作関係の廃棄，
③武断的帝国主義政策の排斥となる｡これをもって大正デモクラシーの一般的理解として
おく。ただし，松尾の理解には社会主義運動の入り込む余地がないので，しいて付言する
ならば，③に社会変革の思想と行動をふくめる必要があろう。
(2)金原左門「地域をなぜ問いつづけるか」（中央大学出版部1987年刊）120頁。
(3)二村一夫｢労働者階級の状態と労働運動」（｢岩波舗座日本歴史｣１８近代５岩波轡店
－９８－
大正デモクラシー期における地方社会運動（橋本）
1975年刊）９４頁。
(4)同前106頁。
(5)渡部徹「友愛会の組織と実態」（京都大学「人文学報」１８号1963年刊）を参照。
(6)橋本哲哉｢都市化と民衆運動｣(｢岩波講座日本歴史｣１７近代４岩波書店1976年刊）
340～342頁。
(7)松尾尊充「大正デモクラシー」（岩波書店1974年刊）の第４章を参照。
(8)橋本哲哉｢民衆運動と初期社会主義｣（｢講座日本歴史」８近代２東京大学出版会
1985年刊)，同「地方における初期社会主義の活動」（金沢大学経済学会「経済論菓』２１
1984年刊）を参照。
(9)橋本前掲論文「民衆運動と初期社会主義」237頁。
(ID松尾前掲轡「大正デモクラシー」２３～24頁。
(11）橋本哲哉「近代石川県地域の研究」（金沢大学経済学部研究叢瞥1986年刊）の第３章
を参照。
02）江口圭一「都市小ブルジョア運動史の研究」（未来社1976年刊）を参照。
03）井上清・渡部徹編「米騒動の研究」（全５巻有斐閣1959～62年刊）を参照。
(14）橋本前掲論文「都市化と民衆運動」330～335頁。
(１，以上は，青木虹二「日本労働運動史年表」明治大正編（新生社1968年刊）を参照。
(１０橋本前掲轡「近代石川県地域の研究」141頁。
追記本稿執筆後，発刊までに相当の時間が費されたため，その間に「石川県社会運動史」
（同刊行委員会編，1989年１月）が出版された。本来ならば文献目録中の（29）の文献のあ
とに入れてコメントすべきであるが,本稿を大巾に改稿しなければならなくなるので,別の
機会にゆずる。「石川県社会運動史」は筆者が編集を担当したので評価がしにくいが，ここ
数年間に刊行された同類醤の中では（42）に次ぐ水準を有していると考える。
（1988年12月23日）
－９９－
